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FLSチームの活動と今後の課題
第二整形外科部長　中川　宏士

骨折リエゾンサービス（FL S：Fractu re  L ia i son 
Service）をご存知でしょうか？患者さんの生活の質を守り、
健康寿命を延伸するために一度骨折をされた患者さんに対
し、その背景にある骨粗鬆症を診断・治療し、二次的な骨折
（二次骨折）を防ぐことを目的とした多職種連携による包括
的な医療サービスです。当院でも2022年からFLSチームを
立ち上げて活動を開始しています。ここではFLSの概要と当
院の取り組みや課題について説明したいと思います。

なぜFLSが必要なのか？
骨折は、特に高齢者において、その後の生活の質を著し

く低下させるだけでなく、死亡リスクを高めることも知られて
います。大腿骨近位部骨折を例にとると、約半数の患者さん
が骨折前のADL（日常生活動作）に戻ることができず、約2
割の方が1年以内に亡くなるとされています。そして重要なの
は、一度骨折を経験した患者さんは、そうでない患者さんと
比べて次の骨折を起こすリスクが格段に高まるという事実
です。これは、「骨折の連鎖」と呼ばれ、最初の骨折をきっ
かけに、さらに新たな骨折を繰り返してしまう悪循環に陥り
やすいことを意味します。この「骨折の連鎖」を断ち切るた
めには、その根本原因である骨粗鬆症に対する適切な介入
が不可欠です。しかし、実際には骨折で入院・治療を受けた
にもかかわらず、骨粗鬆症の診断や治療が継続的に行われ
ないケースが少なくありませんでした。FLSは、このような現
状を改善し骨粗鬆症治療の導入率を高め、治療を継続する
ことを目的に活動を行っています。

当院のFLSの具体的な取り組み
当院では大腿骨近位部骨折で受診した患者さんを対象

に、FLSプロトコルに基づいた一貫した介入を行っていま
す。その主な内容は以下の通りです。
1．�対象患者の把握：骨折で救急搬送された患者さん、また

は整形外科を受診された患者さんに対し、FLS対象患
者であることを確認、把握します。

2．�多職種連携による評価と計画：整形外科医師、看護
師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、管理栄養士、医
療ソーシャルワーカーなど様々な専門職が連携し、患者
さんの状態を多角的に評価します。

3．�骨粗鬆症の診断と治療の徹底：骨折の治療と並行して
骨粗鬆症の診断を確定し、薬物療法を開始・継続しま
す。

4．�生活習慣指導と栄養指導：骨折予防には日々の生活習
慣の改善も重要です。管理栄養士による骨の健康に良い
食事のアドバイスや、理学療法士・作業療法士による転
倒予防のための運動指導、身体機能の維持・向上に向
けたリハビリテーションを積極的に実施します。

5．�患者さん・ご家族への啓発と教育：骨粗鬆症や二次骨
折予防に関する正しい知識を患者さんやご家族に提供
し、治療の必要性や継続の重要性を理解していただくた
めの教育に力を入れています。

FLSの今後の課題
1．�FLS対象患者の骨粗鬆症治療の開始率・継続率をさら

に向上させる。
2．�骨粗鬆症治療薬と顎骨壊死の関連が指摘されているの

で歯科口腔外科にFLSに参加していただく。
3．�骨粗鬆症治療を継続してもらうため地域の医療機関との

連携の強化を図る。

今後もより多くの患者さんにFLSを提供できるよう、院内
の体制をさらに強化し地域の医療機関との連携を深めて行
きたいと思っています。



2020年２月の新型コロナウイルス感染症拡大を経験し地域の看護管理者間のネットワークを構築すること
の必要性、看護管理者が抱えている課題を把握し、解決の糸口を共に考える機会を持つこと、そのためには
顔の見える関係づくりが必要と強く感じていました。加えて少子超高齢社会が進んでいる中で看護職をはじ
め医療者の確保・定着が喫緊の課題と思いました。今後の災害や新興感染症発生時に協力するためには平
時から顔の見える関係づくりが何より大切と思い、役職定年を機に病院の支援のもとオホーツク圏域看護管
理者協議会（サンゴ草の会）を立ち上げました。現在ご賛同いただいた28施設の看護管理者が所属し当院
が事務局として活動をおこなっております。

令和６年９月に第１回協議会を開催し、北見保健所　和田 妃都美様より「北海道における医療と看護を取
り巻く状況について」の講話をいただきました。具体的なデーターに基づいた説明が大変わかりやすく、特に
オホーツク医療圏の状況分析が新たな発見につながる機会になりました。看護師不足の問題については、数
値化されたデーターにより現状を具体的に把握でき、課題が明確になったとの声が多く聞かれました。その後、
自己紹介と自施設の状況を説明していただき情報交換の場となりました。参加者は、他施設の看護管理者と
の顔合わせが出来たことを評価しており、顔の見える関係が地域医療連携において重要なことと改めて感じ
ました。また、各医療施設の現状や課題を共有できたこと、共通の問題があることを知り、情報交換が有意
義だったとの声が多くありました。今後の協議会で検討したいテーマとして「看護師の確保と定着」を最も重
要なテーマとして挙げており、「外国人看護補助者の採用」「タスクシフト」「デジタル化による業務効率化」
「看護管理者や役職者のメンタルヘルス」「人材育成」「世代間のコミュニケーション問題」「退職者の地域
流出防止」「プラチナナースの活用や介護職との協働」など多岐にわたる希望がありました。

第２回はナースセンター北見業務支所 菊地 恵様から「ナースセンターについて」としてセンターの役割と看
護職の求人・採用状況について説明いただきました。北見医師会長　吉田 茂夫様より「北見・オホーツク地
域における医療と介護の連携と諸課題」として介護を取り巻く環境と介護分野の深刻な人材不足について説
明いただき北見市が抱えている介護の課題が医療との連携に影響があることを痛感しました。最後に希望が
多かった「外国人看護補助者について」は、置戸赤十字病院　看護部長　小田 斤子様よりミャンマー国籍
女性の採用経過と支援についてお話いただきました。

第３回は５月に開催し「北見市休日夜間急病センター」から設立経緯や診療実績について説明いただき、休
日や夜間の受診状況を知る機会となりました。

このサンゴ草の会は看護管
理者同士が顔を合わせ、相談
しあえる関係が築けたことが大
きな成果と考えます。また共通
の課題や問題を共有し、それぞ
れの取り組みを参考にできたこ
とが参加者から好評を得てい
ます。この会が末永く継続でき
るよう努めてまいりますので引
き続きご支援よろしくお願い申
し上げます。

オホーツク圏域看護管理者協議会（サンゴ草の会）について
患者支援センター　参与　佐々木　敦美



オホーツク勤医協北見病院は、地域の「か
かりつけ医」として、糖尿病や高血圧症などの
管理から風邪や腹痛など急性疾患の一次診療、
そして必要に応じて入院医療、高度急性期医
療機関への紹介を行っています。

また、「在宅療養支援病院」として訪問診療
や訪問リハビリも積極的に提供しております。

医療と介護を包括的に提供する「地域密着型小規模多機能法人」として、医療法人オホーツク勤労者医療
協会では、さまざまな医療機関・事業所と連携を密にし、住み慣れた地域・自宅で安心して暮らし続けられる
よう医療・介護サービスの提供とまちづくりに取り組んでおります。

医療接遇に関しましては、貴院からの出前講座という学びの場や医療ホスピタリティ接遇検定受検の機会
をいただき、誠にありがとうございました。

「接遇は掛け算」という言葉がとても印象に残っています。誰にとっても心地のよい表情、姿勢、振る舞い、
言葉遣いは、ケアをする人とされる人との間や、職種やキャリアの違いを起因として職員間やセクション・事業
所間に生じる力の勾配を緩やかにし、心理的安全性の醸成につながると考えます。

医療接遇を学ぶことは、人びとが安心して医療や介護を受けることができ、私たちが楽しく意見を交わしな
がら「ぴちぴちと働く」（オホーツク勤医協の合言葉です）環境を作ることに資する取り組みだと考えます。

これからも皆様のご支援をいただきながら、微力ではございますがともに北見の医療と介護を守る一員とし
て尽力して参ります。

「医療ホスピタリティ接遇検定」に挑戦！全員が合格！！
オホーツク勤医協北見病院　院長　菊地　憲孝

▲オホーツク勤医協北見病院合格者 ▲当院　患者支援センター合格者

オホーツク勤医協北見病院様は、北見赤十字病院以外の地域医療機関では初めて、「医療ホスピタリ
ティ接遇検定」に挑戦され、受検した職員の皆さん10名が、見事に全員合格を達成されました。本検定
の合格基準は80点以上であり、この成績は素晴らしいです。

同時に当院の患者支援センタースタッフも受検に挑戦いたしました。これからも両院で更なる連携を行
いながら、オホーツク地域の医療機関における接遇力向上に、共に寄与して参りたいと存じます。今後と
もよろしくお願い申し上げます。

北見赤十字病院　出前講座「医療接遇」講師　
医療ホスピタリティ接遇検定認定講師　人事課参事　鈴木　由美子



小児科医師
荒井　駿佑

外科医師
木村　明菜

循環器内科医師
長池　秀治

第四内科副部長
木村　弘幸

整形外科医師
宮澤　良祐

外科医師
岡村　峻

循環器内科医師
柴﨑　凌一郎

内科医師
和田　侑也

内科医師
安田　充孝

整形外科医師
川尻　誠

外科医師
原　峻太郎

循環器内科医師
佐々木　暉

消化器内科　腫瘍内科部長
出水　孝章

小児科医師
菅　峰久

第三外科部長
佐藤　彰記

消化器内科医師
中村　赳晶

医師着任のお知らせ

（令和７年４月以降）



臨床研修医
田邉　優一

臨床研修医
金田　涼太

臨床研修医
松本　陽

麻酔科医師
瀧田　裕

臨床研修医
又吉　亜衣

臨床研修医
近藤　竜

臨床研修医
森　久丸

臨床研修医
髙野　佐和子

臨床研修医
梅本　裕太郎

脳神経外科医師
荒木　杏菜

耳鼻咽喉科・頭頸部外科医師
湯浅　諒汰

臨床研修医
及川　まゆみ

臨床研修医
髙橋　惟緒吏

臨床研修医
加藤　貴久

第二放射線治療部長
湊川　英樹

麻酔科医師
垣本　和人

麻酔科医師
佐々木　大輔

麻酔科医師
金高　弘典

麻酔科医師
仁木　舜一



外来受付のご案内
☆：紹介状をお持ちの方のみの受付  －：手術・検査等

○：受付しています 　 －：手術・検査等

科　名
　　　　曜　日 月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

循 環 器 内 科
    「予約」が必要となります。

 "他院に同じ症状で現在通院中"の方は「紹介状」が必要（完全予約）

神 経 精 神 科 ○ － ○ － ○ － ○ － ○ －
"他院に同じ症状で現在通院中"の方は「紹介状」が必要（完全予約）

小 児 科 ○ 専門外来 ○ 専門外来 ○ 専門外来 ○ ･1ヶ月健診 
･予防接種 ○ 専門外来

紹介状をお持ちの方は紹介元を通して予約が必要

外 科 " 他院に同じ症状で現在通院中 "の方は紹介元を通して予約が必要（完全予約）

形 成 外 科 － ○ － － － ○ ○ － － ○
紹介状をお持ちの方は紹介元を通して予約が必要

脳 神 経 外 科 ○ － － － － － － － ○ －
紹介状をお持ちの方は紹介元を通して予約が必要

皮 膚 科 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －
紹介状をお持ちの方は紹介元を通して予約が必要

産 科 ○ － ○ － ○ － ○ － ○ －
 "他院から転院"の妊婦は「紹介状」が必要（完全予約）

婦 人 科 ○ － ○ － ○ － ○ － ○ －
"他院に同じ症状で現在通院中"の方は「紹介状」が必要（予約不要）

科　名
　　　　

曜　日 月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科 ☆ － ☆ － ☆ － ☆ － ☆ －

消化器内科・腫瘍内科 ☆ － ☆ － 再診のみ － ☆ － ☆ －

整 形 外 科 ☆ － ☆ － ☆ － ☆ － ☆ －

泌 尿 器 科 ☆ － ☆ － ☆ － ☆ － ☆ －

眼 科 ☆ 白内障のみ － － ☆ 白内障のみ － － ☆ 白内障のみ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ☆ 予約外来 ☆ － ☆ － － － ☆ 予約外来

放 射 線 科 ☆ － ☆ － ☆ － ☆ － ☆ －

歯 科 口 腔 外 科 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
ペインクリニック内科 ☆ － － － － － － － － ☆
緩 和 ケ ア 内 科 ☆ － ☆ － ☆ － ☆ － ☆ －

☆初めての診察に紹介状が必要な診療科（完全予約）

○紹介状をお持ちでなくても診察可能な診療科

★緩和ケア内科の受診は、当院受診中の方のみとさせていただきます。
★�紹介状を書いて頂いた病院から北見赤十字病院の「地域連携課」へ連絡し、受診予約の手続きを行って下さい。

●専門外来、学童外来、１ヶ月健診、予防接種は事前に予約が必要となります。

患者さんからのご予約は承っておりません。紹介元の医療機関様経由でFAXにてご予約ください。

必要書類：	①外来診療　予約申込書（当院ホームページから印刷できます）

	 ②診療情報提供書（様式は自由です）

地域連携課直通 FAX：０１２０－０１８－５９９

事前予約
について

受付時間

○診療時間は午前9:00から午後は2：00からとなっております。診療科により異なりますのでご了承願います。

○土曜日･日曜日･国民の祝日･年末年始（12/29～1/3）･日本赤十字社創立記念日（5/1）は休診いたします。

○�診療受付・診療案内は、電話（☎0157-24-3115）もしくは当院ホームページ（https://www.kitami.jrc.or.jp）か

らもご確認いただけます。

＊緊急時は紹介状が必要な科を含め、全ての科で対応させていただきます。

令和７年８月１日現在

午前８：００～１１：００
午後１：００～   ３：００



北 見 赤 十 字 病 院 　 診 療 一 覧 表

診 療 科 月 火 水 木 金

内 科
午　　前

永嶋 橋口 血液内科 永嶋 北大血液内科
安田 大谷 安田 大谷 安田
坂井 北大出張医（隔週） 吉田（茂） 和田 橋口

呼吸器内科（道立出張） 呼吸器内科（道立出張）
島田（月１） 島田（月１） (昭和大出張医 ) ( 昭和大出張医 ) ( 昭和大出張医 )

　 膠原病（藤枝）（月１）
神経内科（月２） 　 膠原病（古川）（月１）

神経内科（月１） 北大腎内（月 1）

午　　後
神経内科（月２） 北大腎内（月１） 坂井 北大腎内（月１） 北大腎内（月 1）

検査・処置・急病診療のみ

消化器内科・
腫 瘍 内 科

午前
①再診 船橋 中村 船橋 中村 松田
②再診 福島 出水 吉河 福島 吉河
③新患 松田 上林 吉田 上林 中村

午　　後 検査・急患診療のみ

循環器内科
午前

新患 斉藤 内藤 斉藤 小野・内藤（病棟） 齋院

再来
　 長池 齋院 佐々木　 　

ペースメーカー外来  柴崎  
午　　後 検査

神経精神科
午前

新　患
（再来）

姜 嶋田 加藤 （交代制） 石川
※もの忘れ外来は随時対応

再来

姜 嶋田 嶋田 嶋田 嶋田
加藤 姜 加藤 姜 姜
石川 石川 石川 加藤 加藤

石川
午　　後 予約・急患診療のみ

小 児 科

午前
一　般

加藤 菅沼 加藤 菅沼（予防接種） 安藤
石川 安藤 安藤 石川（予防接種） 菅沼

特  殊 発達　安藤 神経　加藤 慢性　谷口 慢性　荒井

午後

一　般 菅 谷口 荒井 谷口 荒井

特  殊

内分泌　伊藤 乳児健診　石川 内分泌　伊藤 １ヶ月健診　三河・下村・齋藤 心エコー　石川
心臓・慢性　石川 乳児健診　菅 腎臓・慢性　菅沼 慢性　菅 慢性　菅沼

慢性　佐藤  　  神経・慢性　加藤 　
発達フォロー　三河 言葉　三河 発達　三河

外 科
午　　前 伊野・河合 楢﨑・木村 新関・西津 佐藤・桐山（琴） 新関・岡崎
午　　後 伊野・河合 楢﨑・木村 新関・西津 佐藤・桐山（琴） 岡崎・岡村

整 形 外 科
午　　前

菅原 菅原 宮澤 中川 中川
中川 宮澤 村住 霍田 宮澤
霍田 村住 霍田 川尻 村住
川尻 　 川尻 　 　

午　　後 予約検査・手術 ３ヶ月児股脱健診・手術 手術 手術 予約検査・手術

形 成 外 科
午　　前 手術 手術 手術

渡邊 　手術
出張医 渡邊 (予約のみ )

午　　後
渡邊

手術
渡邊

手術
渡邊

出張医 出張医 出張医

脳神経外科
午前

新患（再来）
木村（新患）

頭痛外来　第２・４
荒木 タッカー

急患診療のみ
松島

再来 木村 鈴木 高杉
午　　後 急患診療のみ

皮 膚 科
午　　前

飯沼 飯沼 飯沼 飯沼 飯沼
小林 小林 小林 小林 小林

午　　後
飯沼

手術／フットケア外来
飯沼 飯沼

手術
小林 小林 小林

泌 尿 器 科
午　　前

滝沢 高木 高木 牧野

高木 滝沢 滝沢 滝沢 滝沢
北 北 北 　 北

牧野 牧野 牧野 　 高木
午　　後 検査 手術 手術 手術 検査

産 婦 人 科

午前
婦人科

北 根岸 出張医 /川畑（聖） 北 根岸
入江 川畑 入江 川畑 出張医 /川畑（聖）

産　科 川畑 北 根岸 出張医 /川畑（聖） 入江

午後
婦人科 手術

担当医
手術

担当医
手術

担当医 担当医
産　科 手術 検査・母親学級 手術 １ヶ月健診・検査 手術

眼 科
午　　前

瀧澤 瀧澤 瀧澤 出張医 瀧澤
出張医 出張医 出張医 　 出張医

午　　後
瀧澤 瀧澤 出張医 瀧澤

出張医 出張医 　 出張医

耳鼻咽喉科・
頭頸部外科

午　　前
和田 和田 石田

手術
和田

石田 宮崎 宮崎 石田
宮崎 湯浅 湯浅 湯浅

午　　後 予約診療 手術 手術 手術 予約診療

放 射 線 科
午前

新　患 山崎・丁子 山崎 山崎・丁子 山崎 山崎・松澤（桂）・丁子
再　来 山崎・丁子 山崎・丁子 山崎・丁子 山崎・丁子　リニアック治療中の患者診察 山崎・丁子　リニアック治療中の患者診察

午　　後 　　入院患者の新患・急患診療のみ

麻 酔 科 午前 (術前診察 )
村山 武田 仁木 瀧田・村山 金高

リスク評価は前日の12時までに依頼書と予約が必要　以降麻酔科ホットラインへ連絡

ペインクリニック内科
午　　前 荒川
午　　後 荒川

緩和ケア内科
午前（予約制） 大野 小田 小田 大野 大野
午後（予約制） 　 　 　 往診 往診

歯科口腔外科

午　　前

辻 辻 辻 辻 辻
阿部 阿部 阿部 阿部 阿部
柴山 柴山 柴山 柴山 柴山

（手術） （手術） （手術）
  （口腔保健センター）

午　　後

辻 辻 辻 辻 辻
阿部 阿部 阿部 阿部 阿部
柴山 柴山 柴山 柴山 柴山

（手術） （口腔保健センター） （手術）

※都合により担当医が変更になる場合があります。 2025年７月１日現在



医師の退職のお知らせ
伊藤　康裕 医師 内科 3月31日

渡辺　大輔 医師 内科 3月31日

田澤　祐美花 医師 内科 3月31日

中村　晃久 医師 第二消化器内科副部長 3月31日

岸　法磨 医師 消化器内科 3月31日

石田　健太 医師 循環器内科 3月31日

平野　雄介 医師 循環器内科 3月31日

京極　典憲 医師 3月31日

大場　光信 医師 第一外科副部長 3月31日

荒町　優香里 医師 外科 3月31日

大嶺　律 医師 外科 3月31日

山廣　晴菜 医師 小児科 3月31日

齋藤　和馬 医師 小児科 3月31日

下村　浩基 医師 小児科 3月31日

岡安　浩宜 医師 第一整形外科副部長 3月31日

北村　勇斗 医師 整形外科 3月31日

古俣　皓涼 医師 神経精神科 3月31日

石川　万友美 医師 泌尿器科 3月31日

井手　良輔 医師 眼科 3月31日

林　秀斗 医師 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 3月31日

宮越　薫 医師 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 3月31日

菊池　謙一郎 医師 麻酔科副部長 3月31日

斉藤　慶樹 医師 麻酔科 3月31日

田中　亮圭 医師 麻酔科 3月31日

坂本　侑子 医師 麻酔科 3月31日

森　結子 医師 麻酔科 3月31日

桑山　かれん 医師 麻酔科 3月31日

山田　豪 医師 麻酔科 3月31日

高野　英華 医師 形成外科 3月31日

吉村　大 医師 第三内科副部長 6月30日

真田　隆広 医師 脳神経外科医師 6月30日

徐　東經 医師 第一形成外科副部長 6月30日

川原　潤也 臨床研修医 3月31日

新谷　亮介 臨床研修医 3月31日

末永　大河 臨床研修医 3月31日

橋本　留佳 臨床研修医 3月31日

半谷　将人 臨床研修医 3月31日

藤村　啓輔 臨床研修医 3月31日

大田　知慧 臨床研修医 3月31日

☆地域連携課
TEL.0120-018-299　FAX.0120-018-599

【 受付時間：月曜日～金曜日　午前8：30～午後4：00 】

☆患者支援課

☆がん相談支援センター

北見赤十字病院　患者支援センター
北見市北6条東2丁目1番地　https://www.kitami.jrc.or.jp

8：30
▼

11：00

11：00
▼

15：00

15：00
▼

16：00

月曜日・
休日明け 大変混雑が

予想されます
混雑が

予想されます
大変混雑が

予想されます

火・水
木・金 混雑が

予想されます
比較的混雑しないと

予想されます
大変混雑が

予想されます

予約対応中、また通信中のため繋がらないことがございます。
恐れ入りますが、しばらく経ってからお掛け直しください。

電話・
FAXの

混雑予想

代　　　　表　TEL.0157-24-3115
ダイヤルイン　TEL.0157-26-9643

ダイヤルイン　TEL.0157-26-9613

第二外科部長
兼　消化器外科部長


